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第１章．ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣを使用するには 

ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣの特徴 

ＳＵＢＡＲＵ生産車及びアライアンス生産車の補修部品電子パーツカタログで１９８２年９月生産以降の車両を

掲載しています。 

 

ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣの動作環境 

① Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａ～Ｗｉｎｄｏｗｓ１０に対してご利用いただけます。 

 ② ブラウザはＩｎｔｅｒｎｅｔＥｘｐｌｏｒｅｒ（ＩＥ）９～１１に対してご利用いただけます。 

 

ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣの使用条件 

１．ローカルディスクに１０ＧＢ以上の空き領域がある場合（推奨） 

ローカルディスクへ[データコピーツール]を使いコピーし、ご使用ください。  

    詳細は『データコピーツール操作手順』 Ｐ．５～Ｐ．９を参照してください。 

２．ローカルディスクに１０ＧＢ以上の空き領域がない（コピーできない）場合はＤＶＤドライブでご使用ください。 

  ※ローカルディスクの空き領域を確認するには、デスクトップ上の [コンピューター] をダブルクリック → 

 [（Ｃ：）] をクリックすると空き領域を確認することができます。 

 

ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣの使用方法 

 １．ローカルディスクにコピーしてご使用する場合 

・初めてご利用の場合                         ・今後新しいＤＶＤが届いた場合 
 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

２．ＤＶＤドライブでご使用する場合 

・初めてご利用の場合                         ・今後新しいＤＶＤが届いた場合 
  

 

 

 

    

 

 

 

 

ＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡをお使いいただいていた方へ 

ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣはＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡ（Ａ－１版、Ａ－２版、Ｂ版）及びアライアンス電子パーツカタログ

（Ａ１版、Ｆ１版、Ｐ１版）のＣＤ－ＲＯＭを１枚のＤＶＤ－ＲＯＭに収録しております。 

※基本機能や基本操作方法はＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡと同様になります。 

ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣをインストールすると、ＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡは自動的にアンインストールされます。 
※ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣをご使用の場合は、ＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡがご使用できませんのでご注意ください。 

① プログラムインストール  ……………Ｐ２～Ｐ４ 
      ↓ 

② ＤＶＤデータのローカルディスクコピー…Ｐ５～Ｐ９ 
      ↓ 

③ 環境設定  … … … … … … … … … Ｐ１ ０～Ｐ１２ 
      ↓ 

④ 部品番号検索  … … … … … … … Ｐ１ ６～Ｐ３０ 

① ＤＶＤデータのローカルディスクコピー …Ｐ５～Ｐ９ 
      ↓ 

②  プログラム入れ替え  ……………Ｐ１３～Ｐ１４ 
      ↓ 

③  部品番号検索  ……………………Ｐ１６～Ｐ３０ 

① プログラムインストール  ……………Ｐ２～Ｐ４ 
      ↓ 

② 環境設定  … … … … … … … … …Ｐ１０～Ｐ１２ 
      ↓ 

③ 部品番号検索  … … … … … … …Ｐ１６～Ｐ３０ 

① プログラム入れ替え  ……………Ｐ１３～Ｐ１４ 
      ↓ 

② 部品番号検索  ……………………Ｐ１６～Ｐ３０ 
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インストール手順 

 

インストールを開始する前に、以下の事を確認して下さい。 

・インストールを行うパソコン環境は、ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ使用方法（Ｐ．１）をご確認ください。 

  

※必ず管理者ユーザーでインストールをお願いします。 

（通常ユーザーでインストールを行った場合、 

左記のメッセージが表示されインストールが中断致します。） 

   

・インストールを行うパソコンは、Ｗｉｎｄｏｗｓ上のソフトを全て終了して下さい。 

（他のソフトが起動していると、正常にインストールできない場合があります） 

   ・ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣのインストールを行うと、ＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡのアプリケーションは削除されます。 

   ※ＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡの保存データは[Ｃ：ＳＵＢＡＲＵ２_ＢＫ_**]フォルダが自動生成され保存されます。 

 

 ① ＤＶＤ－ＲＯＭドライブに『ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ ＤＶＤ－ＲＯＭ』をセットします。 

 『ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ ＤＶＤ－ＲＯＭ』をセットしたＤＶＤ－ＲＯＭドライブ名（####ＳＥと表示されます）を 

ダブルクリックします。     ※ 「####ＳＥ」 の“####”は、ＤＶＤ－ＲＯＭの発行年月により異なります。 

 

※上記の例では、ＤＶＤ－ＲＯＭ名は（Ｅ：）となっていますが、ドライブの割り当てによって異なります。 

 

 ② ｉｎｓｔａｌｌ．ｂａｔをダブルクリックします。 

※既にＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣをインス

トールされている場合は上記のメッ

セージが表示されます。 

 

 

 

 

 

ダブルクリック 

ダブルクリック 
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 ③ [次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 ④ [次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 ⑤ [次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

インストール先フォルダは Ｃ：￥ＳＵＢＡＲＵ２ を推奨します。 

変更する場合は [参照]ボタンをクリックしインストール先フォルダ 

を指定して下さい。 

 

クリック 

クリック 

クリック 
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 ⑥ インストールが開始されます。 

 

 

 ⑦ [完了]ボタンをクリックします。 

 

 

 ⑧ インストールの結果について 

 インストール完了でスタートメニューの『プログラム』に、『ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ（ＪＰＮ）』が登録されます。 

   

  警 告 

   ･ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣは、著作権法及び国際条約によって保護されています。 

   ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣを契約数以上のパソコンにインストールした場合、刑罰の対象となりますので、 

    契約数以上のインストールは絶対に実施しないで下さい。 

クリック 
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データコピーツール操作手順 

 

ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣをローカルディスクにコピーして使用する場合は、新しいＤＶＤが届く度にデータコピーツール

を使いコピーを行ってください。 

※データコピーツールを使いローカルディスクにコピーを行なう前に以下のフォルダ作成を必ず行なってくださ

い。１度作成すれば次回から作成の必要はありません。 

 

 

１） ローカルディスク（Ｃ：）に『Ｓｕｂａｒｕｄｔ』のフォルダを作成 

 ① デスクトップ上の「コンピューター」アイコンをダブルクリックします。 

 

 

 ② 「ローカルディスク（Ｃ：）」をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

ダブルクリック 

ダブルクリック 
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 ③ ローカルディスク（Ｃ：）の画面になったら「ファイル（Ｆ）」をクリック → 「新規作成」から「フォルダ」をクリック

します。 

 

 

 ④ 「新しいフォルダ」が作成されたらフォルダの名前を『Ｓｕｂａｒｕｄｔ』に書き替えて終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
クリック 
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２） データコピーツールを使いＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣをローカルディスクへコピーする 

 ① ＤＶＤ－ＲＯＭドライブに、新しく届いた『ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ ＤＶＤ－ＲＯＭ』をセットします。 

 ② ＤＶＤ－ＲＯＭの読み込みが完了してから、スタートメニュー → [すべてのプログラム] → [ＳＵＢＡＲＵ-Ｅ

ＰＣ（ＪＰＮ）] → [データコピーツール] をクリックします。 

 

 ③ 「ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣのＤＶＤをセットしたドライブ」にＤＶＤ－ＲＯＭをセットしたドライブを指定します。 

 [参照]をクリックします。 

 

 

 ④ 「フォルダの参照」画面からＤＶＤ－ＲＯＭをセットしたドライブをクリックし、[ＯＫ]をクリックします。 

 
 

クリック 

クリック 

クリック 

クリック 
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 ⑤ 下記画面になりましたら、続いて「コピー先フォルダ」を指定します。  [参照]をクリックします。 

 

  

 ⑥ 「フォルダの参照」画面から [ローカルディスク（Ｃ：）]をクリックします。 

 

 

 ⑦ 続いて[Ｓｕｂａｒｕｄｔ]をクリックし、[ＯＫ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

ク リ ッ ク

   

ク リ ッ ク

   

ク リ ッ ク

   ク リ ッ ク
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 ⑧ 下記画面になりましたら、[開始]をクリックします。 

 

 

 ⑨ コピーが開始されます。 

 

 
 ⑩ コピーが終了すると下記画面が表示されますので、[閉じる]をクリックします。 

    

    

以上でデータコピーツールを使ったローカルディスクへのＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣのコピーは終了です。  
なお、コピーしたデータは、『Ｓｕｂａｒｕｄｔ』フォルダ内に「ＳＥＰＣ１」フォルダが作成されます。 
 
  警 告 

   ･ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣは、著作権法及び国際条約によって保護されています。 

   ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣを契約数以上のパソコンにインストールした場合、刑罰の対象となりますので、 

    契約数以上のインストールは絶対に実施しないで下さい。 
   ･コピーツールの使用は、ＤＶＤ－ＲＯＭ１枚につき１回までとして下さい。 

 

ク リ ッ ク

   

ク リ ッ ク
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環境設定手順 

 

スタートメニュー → 『すべてのプログラム』 → 『ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ（ＪＰＮ）』 → 『環境設定』を開きます。 

環境設定内容は下記のようにして下さい。 

 

全般１  

設定方法は保存先により２種類あります。 

①ローカルディスクへコピーしたＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣを設定する場合 

②ＤＶＤ－ＲＯＭドライブにあるＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣを設定する場合 

 

設定方法 

① １台目と表示されている欄の右側[参照]を

クリックし、コピーしたフォルダ[ＳＥＰＣ１]を

指定します。 

② １台目と表示されている欄の右側[参照]を

クリックし、ＤＶＤドライブを指定します。 

 

 

※２台目、３台目は、今後ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣの 

ＤＶＤ－ＲＯＭの枚数が増えた場合に使用します。 

 

※その他の設定及び全般２の設定は、Ｐ．１１～ 

Ｐ．１２を参照して下さい。 

[C:Subarudt\SEPC１] 

または、[D:\] 
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環境設定画面構成 

 １） 全般１（環境設定画面は、２画面にて構成されています。） 

 

※インストール時は、上記画面のように設定されています。 

 

 ① １台目にローカルディスクへコピーして作成された「ＳＥＰＣ１」フォルダ、もしくはＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣをセット 

したＤＶＤ－ＲＯＭドライブを参照し選択します。  選択方法は、Ｐ．１０を参照してください。 

 ②  検索データの保存・読込場所（フォルダ）を指定します。 

 指定方法 ： [参照]をクリックし、保存・読込場所（フォルダ）を指定します。 

 ③  停電やその他の事故が起こったときのために、検索中に自動バックアップファイルを作成する機能を 

 設定するチェックボックスです。 

 （ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣが異常終了した場合は、ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣを再起動したとき自動的にバックアップの検索を行い     

ファイルを復旧することができます） 

 ④ 画面上の書体（フォント）を調整できます。 

 ⑤ 発注データを他のシステムに連動させるための設定を行います。 

    ＰＡＲＴＮＥＲ－２１に連動………………特約店部品管理システムに発注データを出力します。 

発注データの出力を行う場所 ： Ｃ：￥ＳＵＢＡＲＵ 

    ＳＵＢＡＲＵ－ＵＯＥに連動……………部品商ＳＵＢＡＲＵ－ＵＯＥシステムに発注データを出力します。 

発注データの出力を行う場所 ： Ｃ：￥ＳＵＢＡＲＵ２ 

    部品商パッケージに連動………………部品商パッケージに発注データを出力します。 

発注データの出力を行う場所 ： Ｃ：￥ＳＵＢＡＲＵ 

 ⑥ Ｅ－ＭＡＩＬソフトを使用し見積データを転送する機能を設定するチェックボックスです。 

   詳細は、Ｐ．６３～Ｐ．６４参照してください。 

 

 

   

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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 ２） 全般２（環境設定画面は、２画面にて構成されています。） 

 

※インストール時は、上記画面のように設定されています。 

 

 ① 自社の修理場所情報を入力します。（『印刷』画面Ｐ．４９～Ｐ．５０からも変更可能です） 

   見積書印刷時に印刷されます。 

 ② 消費税計算方法を設定します。 

 ③ ユーザメモを他のユーザーと共有するか設定します。（詳細は、Ｐ．５９～Ｐ．６２参照） 

 

   ※Ｐ．４９～Ｐ．５０の『印刷』画面でも、①の項目を指定（この画面での指定内容とは異なる内容に変更）す

ることが可能です。但し、Ｐ．４９～Ｐ．５０の『印刷』画面での設定内容は１回限り有効となります。 

    （常に設定内容を固定したい場合には、この『環境設定』画面で指定してください） 

 

① 
② 

③ 

- 12 - 
 



プログラム入れ替え（バージョンアップ）手順 

 

ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣのＤＶＤ－ＲＯＭには、毎回、最新のプログラムが書き込まれています。  

そのため､新しいＤＶＤ－ＲＯＭを受け取られましたら、毎回、プログラム入れ替えを行う事をお奨めします。 

（注） プログラム入れ替えを行わないとＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣは、正しく作動しない場合があります。 

   プログラム入れ替えを開始する前に、以下の事を確認して下さい。 

・ご使用の場合は、管理者ユーザーでプログラム入れ替えをお願い致します。 

・プログラム入れ替えを行う時は、Ｗｉｎｄｏｗｓ上のソフトを全て終了して下さい。 

（他のソフトが起動していると、正常にプログラム入れ替えできない場合があります）  

     ※コンピュータの電源を入れ、Ｗｉｎｄｏｗｓのみが起動した状態でのプログラム入れ替えをお奨めします。 

 

 ① ＤＶＤ－ＲＯＭドライブに、新しく届いた『ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ ＤＶＤ－ＲＯＭ』をセットします。 

 ② しばらくしてから、スタートメニュー → [すべてのプログラム] → [ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ（ＪＰＮ）] →[プログラ

ム入れ替え] をクリックします。 

    

    

 ③ [ＯＫ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

クリック 
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 ④  [次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

 ⑤ プログラム入れ替えが開始されます。 

 
 

 ⑥ [完了]ボタンをクリックします。 

 

クリック 

クリック 
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第２章．ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣの検索機能と検索の流れ 

ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ検索手順フローチャート 

 

この章では、ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣの各検索における作業と 検索の流れをフローチャートに表したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ 
初期画面（部品見積画面） 

指定方法１ 
車台番号の入力 

部品番号検索指示 

指定方法２ 
モデルの入力 

指定方法３ 
型式・類別の入力 

指定方法４ 
車種コードの入力 

指定方法１ 
分解図から選択 

指定方法２ 
部品コード直接入力 

指定方法４ 
車検・定検部品から

の指定 

部品番号の表示 

部品見積画面への 
互換部品番号取り込み指示 

互換部品検索 

見積書印刷 

部品見積画面への部品番号表示 

値引き額の指定 

車両の指定 

検索部品の指定 

          部は、基本となる部品

検索手順を示します。次項以降こ

の手順について画面を追いながら

説明していきます。（Ｐ．１６～３０） 

指定方法５ 
グループコードから

の指定 

指定方法３ 
部品名称からの選択 
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第３章．基本となる検索方法 
部品番号検索の基本となる使い方 

 初めてＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣを使用されるお客様を対象に、基本となる使用手順を解説していきます。 

 

１.  ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣを起動する 
スタートメニュー → [すべてのプログラム] →  [ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ（ＪＰＮ）] →  [部品番号検索]をクリ

ックします。 ※必要に応じてショートカットを作成して下さい。 

 

 
 

クリック 
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 ２. 車両を特定する（車台番号入力により車両を特定する） 

 

 
検索車両の車台番号を、[車台

番号]欄に入力し、[Ｔａｂ] キー

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車台番号を入力することで、車

両が特定されます。 

 

※車両が特定されると、下記

の情報が画面に表示されます。 

 

型式･類別，モデル，車種コー

ド， 年月・年改，ＯＰコード，外

装色コード，外装色名称，内装

色コード，内装色名称，特徴記

号（ボディ，エンジン，駆動，ミ

ッション，グレード等） 

 
 

 

 

 

 

 

◎ワンポイントアドバイス ： その他の方法で車両を特定する 

  （１）新しい車両の場合には、車台番号を入力した時に、下記メッセージが表示される場合があります。 

左記メッセージが表示された場合には、“[型式・類別]の入力”“[モデル]の

入力”“[車種コード]の入力” のいずれかにより車両を特定していきます。 

なお、車両の情報（年月、年改、ＯＰコード等）を細かく指定すれば、（車両

情報に合わせ、部品が自動的に絞りこまれるため）部品番号はより検索し

やすくなります。 

 （２）アライアンス生産車両情報（Excel）はＤＶＤ－ＲＯＭ内の各種資料をご確認ください。 

 （３）ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ未掲載車両情報はＤＶＤ－ＲＯＭ内の各種資料をご確認ください。 
    

車台番号を入力 

 

車両の情報が表示されます 

- 17 - 
 



 ３. 部品を選択する（分解図から部品を選択） 
  

 

メニューバーから、[ジャンプ] →  

[部品選択] → [イラスト] → [絵目次] 

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『絵目次選択』画面が開かれます。 

   絵目次には 

     「ｴﾝｼﾞﾝ、ﾌｭｰｴﾙ」 

     「ﾎﾞﾃﾞｨ、ﾄﾘﾑ、ｱｸｾｻﾘｰ、ｴｱｺﾝ」 

     「ｼｬｼ、ﾊﾟﾜｰﾄﾚｰﾝ、ﾌﾞﾚｰｷ、 

      ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ」 

     「ｴﾚｸﾄﾘｯｸ、ﾗﾝﾌﾟ」 

   ４種類のグループがありますので、 

   表示したい絵目次グループを選択 

   （タブをクリック）します。 

 

※アライアンス生産車の場合 

  「ﾂｰﾙ・ｴﾝｼﾞﾝ・ﾌｭｰｴﾙ」「駆動・ｼｬｼｰ」 

  「ﾎﾞﾃﾞｨ」「ｴﾚｸﾄﾘｯｸ」の 4 種類です。 

 

 

※該当車両に適用しないＦＩＧ．はグレ

ーアウトされ選択できない状態になり

ます。 

 

 

『絵目次』が表示されたら、参照したい 

分解図を選択（クリック）します。 

（今回の例ではＦＩＧ－ＮＯ．５９１、６０６、 

 ３５1 を選択します） 

 

 

◎ワンポイントアドバイス ： 分解図の  

  指定＆解除  

  参照したい分解図を指定するには、 

  マウスの左ボタンをクリックします。 

 

  指定を解除するには、マウスの 

  右ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

クリック 

クリック 

クリック 
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◎ワンポイントアドバイス ： 参照したい分解図が見当たらない場合  

 

  絵目次画面には２０コマのイラストが 

  表示されます。 

  参照したい分解図が見当たらない 

  時は、画面下側に掲載されている 

  事がありますので、画面右側のスク 

  ロールバーやカーソルキーで移動  

  してください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵目次での分解図選択が終了したら、 

メニューバーから、[ジャンプ] →  

[分解図]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品番号検索したい部品の、部品コー

ド部をクリックします。 

部品名称が画面下に表示されますの

で、確認した上で再度部品コードをクリ

ックすることで検索対象部品の指定が

行なわれます（部品コードが赤色で表

示されます）（画面説明 Ｐ．３４） 

 

 

◎ワンポイントアドバイス ： 指定部品 

  の数量を増減させる  

  数量を増加させる場合には、マウス 

  の左ボタンをクリックして下さい。 

  減少させる場合は、マウスの右ボタ 

  ンをクリックして下さい。クリックの回 

  数に合わせて増減します。 

 

絵目次画面で分解図を複数選択して                                            

いる場合は、メニューバーから、[ジャン

プ] → [次ＦＩＧ]をクリックします。                                                          

 

 

部品コードを選択後

クリックします 

クリックします 

 

 

クリック 

絵目次での分解図選択が

終了したらクリック 

部品コードを選択後クリック 

クリック 
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◎ワンポイントアドバイス ： 分解図選択画面が表示されたら 

 

検索車両に適応する分解図が複数 

存在する場合には、『分解図選択』 

画面が表示されます。 

その場合、ノート欄等を確認の上、 

該当行をクリックし [ＯＫ] ボタンを 

クリックして下さい。 

（画面説明Ｐ．３３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分解図選択画面から分解図が表示 

されますので、部品番号検索したい 

部品の部品コード部をクリックし、 

メニューバーから、[ジャンプ]  

→ [次ＦＩＧ]または [次分解図]を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品の指定がすべて終了したら、 

メニューバーから、[ツール] →  

[部品番号検索]をクリックします。 

（または、[Ｆ５]キーを押します） 

 

これにより、部品番号検索処理が 

自動的に行なわれます。 

 

 

※該当車両に適用しない部品コードは、 

グレーアウトされ選択できない状態に 

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当行をクリック 

該当行選択後クリック

 

部品コードを選択後クリック 

部品コードをクリック 

部品コードを選択後クリック 

部品コードをクリック 
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◎ワンポイントアドバイス ： 分解図内に『ＦＩＧ．###』と表示されて

いる場合は  

 

分解図内に『ＦＩＧ．###』と表示されている場合は、 

他ＦＩＧで掲載されている部品を表示しています。 

 

例 ： 左記図の場合は、ＦＩＧ．２０１の分解図内に、 

     ＦＩＧ．４１５で掲載されている部品を表示 

     しています。 

 

表示されている部品を検索したい時は、[ＦＩＧ．４１５]を 

ダブルクリックします。 

ダブルクリックすると ＦＩＧ．４１５を自動的に表示する 

ことができます。 
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４． 部品番号を検索する 

 

 

 

 

左記図は『５７７０３ＶＡ０３０Ｖ２』

のﾊﾞﾝﾊﾟ ﾌｪｰｽ ﾘﾔ（塗装あり）を

指定した例です。 

 

 

部品番号の指定が終了したら、

[ＯＫ]ボタンをクリックします。 

 

※部品番号は、複数指定するこ

とも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

分解図画面で指定した部品に

ついて、部品番号が表示されま

す。 

（各欄に表示された内容はＰ．３

１～ Ｐ．３２で説明しています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当部品番号をクリック 該当部品番号を選択後

クリック 
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◎ワンポイントアドバイス ： 検索が完了している部品番号を、再度検索したい時 

                                                    

例えば、                                                                                                      

「『ﾊﾞﾝﾊﾟ ﾌｪｰｽ ﾘﾔ（塗装あり）』を                                                     

選択して検索を完了させたのだが、                                                     

無塗装の部品に変更したい」                                                     

といった場合は．．． 

                                                      

確認したい部品番号の行番号を                   

指定（クリック）し、メニューバーから、                                          

[ツール] → [類似部品検索]を                                                      

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

検索車両に使用される 対象部品番号

が表示されますので、部品固有諸元等

を確認の上、必要な部品番号を指定

（その行をクリック）して下さい。                                           

（部品番号は、複数指定することも可能

です。）                                                                       

 

 

                                                                 

注意！                                                                      

類似部品検索は、左記枠内の                                                                      

情報を変更することにより、検索                                                                      

対象の部品番号が増減します。                                                                      

そのため、実際の検索車両に                                                                      

使用できない（取り付かない）                                                                   

部品番号も検索されてしまい                                                                      

ますのでご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象部品の行番号を

指定後クリック 

対象部品の行番号をクリック 

必要な部品番号を

指定後クリック 
必要な部品番号をクリック 



 ５. 互換部品を検索する 
 

部品番号検索処理の結果、

互換欄に[有]ボタンが表示さ

れた場合には、互換部品が存

在しますので必ず互換部品番

号検索で確認して下さい。 

 

確認方法は、互換欄の[有]ボ

タンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索車両が使用していた部品

番号に対応した互換部品番号

と、互換条件１～９（詳細はＰ．

４４～Ｐ．４５）等が画面に表示

されます。 

 

必要な互換部品を選択し、[Ｏ

Ｋ]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ワンポイントアドバイス ： 互換情報を参照する場合 

 

互換情報を表示する場合には、上記『互

換部品番号検索』画面で互換情報欄の

[参照]ボタンをクリックすると 互換情報が

表示されます。 

 

※互換情報は、互換条件『４』・『６』・  

『７』・『８』 となる場合について表示可能で

す。 

 

 

互換情報を閉じるには、 

画面右上の[×]ボタンを押すと 

互換情報画面は閉じます。 

 

※アライアンス生産車両の互換情報は表

示されません。ＤＶＤ－ＲＯＭ内の参考資

料をご確認ください。 

 

 

必要な互換部品をクリック 

クリック 

クリック 
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互換部品番号検索結果が、部

品見積画面上に表示されます。 

 

※互換部品番号検索で検索し

た内容は、ＦＩＧ欄に『互換』と表

示されます。 

 

 

互換部品番号検索で、互換元

部品と入れ替えを行なった部

品の個数は互換元部品の個

数を表示します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

互換部品番号検索結果が

表示されます 
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 ６. 見積金額を確認する 
 

 

部品検索結果の見積金額（消費

税を含む）を確認するときは、メ

ニューバーから [ジャンプ ] → 

[見積総合計]をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『見積総合計』画面が開かれます。 

見積総合計画面では、消費税を含めた

見積金額が確認できます。 

 

[ＯＫ]ボタンを押すと『部品見積』画面に

戻ります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 
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 ７. 部品番号検索結果を見積書として印刷する 
   

 
 

部品番号検索結果を見積書とし

て印刷する場合には、メニューバ

ーから 

[ファイル] → [印刷] をクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『印刷』画面が開かれます。 

印刷画面では、車両情報が表示

されます。 また、顧客情報や修

理場所の情報を追加入力するこ

とができます。 

 

※『印刷』画面で表示される顧客 

情報は、『顧客情報』画面での入

力内容を引き継いで表示します。 

※[プレビュー]ボタンをクリックす

ると、印刷内容の確認が行えます。 

 

 [印刷]ボタンをクリックすると、見

積書の印刷プレビューと印刷の

ダイアログが表示されます。 

 

 

  

 

◎ワンポイントアドバイス ：印刷ページ設定について 

①印刷時に、Ａ４用紙に印刷が収まらない

場合 [IE メニューバー] → [ファイル(F)］ 

→ [ページ設定(U)...] → [縮小して全体

お表示できるようにする(S)]をチェックして下

さい。 

 

②印刷時にヘッダー／フッター情報を消し

たい場合 ヘッダーとフッター への印字情

報として、「-空-」 を指定して下さい。 

クリック 

クリック 

チェック 

[－空－]に変更 
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 ８. 検索結果を保存する 
    

部品番号の検索結果を保存

するには、メニューバーから

[ファイル] → [保存] をクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

『ファイル保存』画面が開かれ、

保存先フォルダ名が[保存場

所]に表示されます。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

保存するデータに名前を付け

ます。[ファイル名]欄に表示さ

れている＊．sep の“＊”部に

名前を入力します。 

名前の入力が終わりましたら、

コメント欄をクリックしてカーソ

ルを移動し、任意でコメントを

入力して下さい。 

[保存]ボタンをクリックすると

保存データが作成され『部品

見積』画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

ＳＵＢＡＲＵ２に保存 

ファイル名・コメントを

入力後クリック 
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 ９. 保存してある検索結果を開く 
 

部品番号の検索結果を保存す

るには、メニューバーから[ファ

イル] → [開く] をクリックしま

す。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ファイルを開く』画面が開かれ、

保存されているデータが一覧

で表示されます。 

開きたいデータを選択（クリッ

ク）します。 

 

その後、[ＯＫ]ボタンをクリック

することで、保存データを開き

ます。 

 

 

 

◎ワンポイントアドバイス ： ＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡ／アライアンス車電子パーツカタログシステム保存データの呼び出し 

 

保存場所に保存場所を指定後、一覧表示ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡ保存データの呼び出し 

ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣインストール時にＳＵＢＡＲＵ２の保存データはバックアップとして（Ｃ：）ＳＵＢＡＲＵ２_ＢＫ_**に移動されます。 

.sfw 及び.sfa はＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣでそのまま呼び出し可能ですが、再保存する際は.sepに変更され（Ｃ：）ＳＵＢＡＲＵ２に保存され

ます。 

 

・アライアンス車電子パーツカタログシステム保存データ呼び出し 

（Ｃ：）ＳＵＢＡＲＵ３￥ＳＡＶＥ￥．ｓｗｋはＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣでそのまま呼び出し可能ですが、再保存する際は.sep に変更され（Ｃ：）

ＳＵＢＡＲＵ２に保存されます。 

 

クリック 

 

Ｃ：￥ＳＵＢＡＲＵ２ＢＫもしくは、 

Ｃ：￥ＳＵＢＡＲＵ３￥ＳＡＶＥ 

クリック 
開きたいデータを

選択後クリック 
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 １０. 部品番号検索を終了する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品番号検索を終了場合には、メニューバーから [ファイル] → [閉じる] をクリックします。 

 

クリック 
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第４章．各画面説明 
 

 １.  部品見積 

① 特徴記号（ボディ、エンジン、駆動、ミッション、グレード等）の表示・非表示を切り替えます。 

② 特徴記号の選択画面が表示されます。 

③ 部品番号検索処理後結果を表示しています。 

④ 部品コード入力時の表示内容です。（部品番号検索処理を行う前の状態） 

⑤ 仕入先を表示します。（例、 ＮＩ ： 日本板硝子（株）） ※アライアンス生産車は表示されません。 

略語 メーカー名 略語 メーカー名 
ＡＧ 旭硝子（株） ＮＩ 日本板硝子（株） 

ＡＳ （株）アサヒ ＮＫ 日本特殊陶業（株） （ＮＧＫ） 

ＡＷ アイシン・エィ・ダブリュ（株） ＯＫ オカモト（株） 

ＣＡ 日本カーリット（株） ＰＮ 松下電器（株）  （パナソニック） 

ＣＮ クラリオン（株） ＲＩ リズム時計工業（株） 

ＦＴ 富士通テン（株） ＳＮ （株）サン自動車工業 

ＧＬ セントラル・サンゴバン（株） ＳＴ スバルテクニカインターナショナル（株） 

ＨＩ （株）日立オートパーツ＆サービス ＳＹ スバル用品（株） 

ＫＫ （株）関東片倉製作所 ＹＧ 横浜ゴム（株） 

ＫＳ （株）アルファロッカーサービス ＹＵ 輸送機工業（株） 

ＫＷ （株）ケンウッド 
ＺＸ 

（株）ボッシュオートモーティブシステム 

ＭＩ 三菱電気（株） （株）ヴォレオジャパン 

ＮＤ （株）デンソー   

⑥ ⑧ボタンで互換部品番号を検索した結果を表示する場合、ＦＩＧ欄に『互換』の表示を行います。 

⑦ 対象の部品コードが、複数のＦＩＧに存在する場合表示されます。 

      本ボタンを押すと『ＦＩＧ選択』画面を開きます。（詳細 Ｐ．４３） 

⑧ 部品番号を検索した結果、互換部品番号が存在する場合に表示されます。（必ず参照して下さい） 

      本ボタンを押すと『互換部品番号検索』画面が開き、互換部品番号の検索が行えます。（詳細 Ｐ．２４～Ｐ．２５） 

⑨ 部品見積画面での総合計部品金額が表示されます。 

⑩ 部品番号を検索した結果、対象部品番号がなかった場合に、部品名称と『対象部番がありません』メッ

セージが表示されます。 

⑪ ユーザメモの登録がある場合に表示されます。 

 

 

③ 

④ 

⑨ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

⑧ 

⑪ 

⑫ 
 

⑩ 

① 

② 
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⑫ プルダウンメニュー＆ツールバー 

プルダウンメニュー 

内容 

ツールバー

アイコン 

ファンクション

ボタン 
機能内容 

クリア  Ｆ１ 検索内容をすべて削除する。 

開く   保存したファイルを開く。 

保存   検索した内容を保存する。 

印刷  Ｆ７ 検索した内容を印刷する。（印刷画面を開く） 

挿入   選択した行に空白行を挿入する。 

削除  ＤＥＬ 選択した行を削除する。 

切り取り  Ｃｔｒｌ＋Ｘ 選択した行を切り取る。 

貼り付け  Ｃｔｒｌ＋Ｖ 切り取った行を挿入する。 

検索数量一括設定   
個数を数量に一括設定する。 

（検索数量一括設定画面を開く） 

互換部品一括検索   互換部品を一括検索する。 

データ修正   検索した内容を修正する。（『名称』『価格』等） 

ユーザメモ編集   ユーザメモを編集する。 

顧客情報   顧客情報を入力する。（顧客情報画面を開く） 

絵目次  Ｆ２ 絵目次から分解図を開く。（絵目次選択画面を開く） 

全体図   全体図から分解図を開く。（全体図画面を開く） 

ＦＩＧグループ   
ＦＩＧグループ分解図を開く。 

（ＦＩＧグループ入力画面を開く） 

ＦＩＧ－ＮＯ  Ｆ４ 
ＦＩＧ-ＮＯから分解図を開く。 

（ＦＩＧ-ＮＯ入力画面を開く） 

事故部位   
事故での損傷個所から分解図を開く。 

（事故部位選択画面を開く） 

部品名称  Ｆ３ 
部品名称から部品番号を検索する。 

（部品名称検索画面を開く） 

車検・定検  Ｆ６ 
車検や定期点検で使用される部品を検索する。 

（交換候補部品ｺｰﾄﾞ一覧（車検・定検）画面を開く） 

グループコード   グループコードの登録・呼び出しをする。 

見積総合計  Ｆ８ 
見積金額の確認や値引き額を設定する。 

（見積総合計画面を開く） 

部品番号検索  Ｆ５ 
部品番号を検索する。 

（適合する部品番号を表示させる） 

別車種検索   
いままで検索した内容の後に別車種で検索した内容

を追加する。 

類似部品検索   
選択した行の部品を、年改コードやグレード内容を変

更して部品番号を検索する。 

ＰＡＲＴＮＥＲ－２１   ＰＡＲＴＮＥＲ－２１用の発注データを作成する。 

ＳＵＢＡＲＵ－ＵＯＥ   
ＵＯＥ（部品商が特約店に対し『発注』『在庫問い合

せ』等を行うシステム）用のデータを作成する。 

部品商パック   
部品商パック（部品商が使用する部品商パックシス

テム）用のデータを作成する。 

バージョン情報   ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣバージョン情報を表示します。 

          ★ ： 『環境設定』画面Ｐ．１０～Ｐ．１２の《発注データ連動設定》により表示内容が異なります。 

★ 

★ 

★ 
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 ２.  分解図選択・分解図 

 

 １） 分解図選択画面 

    
 

 

 

   分解図選択画面は、検索車両に適応する分解図が複数存在する場合表示されます。 

   画面が表示された場合は、『採用－廃止』や『ノート』の内容から対象となる分解図を選択して下さい。 

     ① ＦＩＧ名称（見出し名称）を表示します。 

     ② 記号・略語画面を表示します。 

     ③ 各分解図の適用車種（適用グレード）を表示します。 

     ④ 各分解図の採用－廃止（適用時期）を表示します。 

     ⑤ 分解図の詳細名称を表示します。 

     ⑥ 選択した（青く反転している）行の分解図を表示させます。 

     ⑦ 分解図選択画面を閉じます。 

  ヒント：車両情報を細かく入力することにより、分解図は絞り込まれますので、より検索がしやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 

③ ④ ⑤ 

⑥ ⑦ 
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 ２） 分解図画面 

 

   ① 同ＦＩＧ内での分解図枚数と、現在表示している分解図の枚目を表示しています。 

   ② 部品を選択する場合は、部品コードをクリックします。（選択された部品コードは“赤”色に表示されます） 

   ③ ドラッグした範囲の部品コードや FIG.を選択します。 

   ④ マウススクロールで拡大・縮小します。拡大した状態でドラッグすると分解図を上下左右に移動します。 

   ⑤ クリックすると段階的に分解図を拡大します。 

   ⑥ 拡大した分解図を段階的に縮小します。（標準に戻します。） 

   ⑦ 全体を表示します。 

   ⑧ 『特記』画面を開きます。（活性表示の場合は連絡事項がありますので必ず参照して下さい） 

   ⑨ 『ユーザメモ』画面を開きます。ユーザメモの登録がある場合のみ活性表示となります。 
（詳細は、Ｐ．５９～Ｐ．６２参照） 

   ⑩ 選択数量を表示します。（スピンボタンで数量の変更も行えます） 

   ⑪ カーソル位置の『部品コード』と『部品コード名称』を表示します。 

   ⑫ 分解図の適用車種、ノート、採用-廃止時期を表示しています。 

   ⑬ 選択している分解図を表示しています。（表示中のＦＩＧ．は“緑”色に表示されます。） 

   ⑭ プルダウンメニュー＆ツールバー 

プルダウンメニュー 

内容 

ツールバー

アイコン 

ファンクション

ボタン 
機能内容 

印刷  Ｆ１２ 分解図を印刷する。 

ユーザーメモ編集   ユーザーメモを編集する。 

前処理画面  Ｆ３ 分解図画面を閉じ前処理画面を表示する。 

ＦＩＧ－ＮＯ  Ｆ４ 
ＦＩＧ－ＮＯから分解図を開く。 

（ＦＩＧ－ＮＯ入力画面を開く） 

分解図選択  Ｆ８ 分解図選択画面を表示する。 

前ＦＩＧ  Ｃｔｒｌ＋Ｆ６ 複数ＦＩＧ選択時に前のＦＩＧを表示する。 

次ＦＩＧ  Ｃｔｒｌ＋Ｆ７ 複数ＦＩＧ選択時に次のＦＩＧを表示する。 

前分解図  Ｆ６ 複数分解図あり時に前の分解図を表示する。 

次分解図  Ｆ７ 複数分解図あり時に次の分解図を表示する。 

部品番号検索  Ｆ５ 
部品番号を検索し部品見積画面に戻る。 

（適合する部品番号を表示させる） 

 

 

 

① 

② 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 

⑩ ⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑨ 

③ 
④ 
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 ３． グループ入力 

    下記グループ入力画面にグループ記号を入力することにより、グループインデックスからの検索が行な 

    えます。  ※アライアンス生産車は、ご使用できません。 

 

   グループ入力画面 

 
    [ジャンプ] → [部品選択] → [イラスト] → [ＦＩＧ．グループ] 

 

一般補修部品用グループ記号一覧表 

グループ記号 
ＦＩＧグループ名称 ＦＩＧ範囲 

区分 差異 

０ 

Ａ エンジン 主機 ０００ ～ ０３９ 

Ｂ エンジン 補機 ０４０ ～ ０８９ 

Ｃ エンジン エレクトリカル パーツ ０９０ ～ ０９９ 

１ 

Ａ マニュアル トランスミッション １００ ～ １４９ 

Ｂ オートマチック トランスミッション １５０ ～ １８９ 

Ｃ ディファレンシャル ＆ プロペラシャフト １９０ ～ １９９ 

２ Ａ サスペンション、アクスル ＆ ブレーキ ２００ ～ ２９９ 

３ Ａ ステアリング システム ＆ ケーブル ３００ ～ ３９９ 

４ Ａ エンジンマウンティング ＆ クーリング ４００ ～ ４９９ 

５ Ａ ボデー、キーキット ＆ バンパー ５００ ～ ５９９ 

６ 
Ａ ドア パーツ ６００ ～ ６３９ 

Ｂ シート ＆ インストルメント パネル ６４０ ～ ６９９ 

７ Ａ ヒータ ＆ エアコンディショナー ７００ ～ ７９９ 

８ 
Ａ ボデーエレクトリカルパーツ （１） ８００ ～ ８３９ 

Ｂ ボデーエレクトリカルパーツ （２） ８４０ ～ ８９９ 

９ 
Ａ アウタ アクセサリー ９００ ～ ９２９ 

Ｂ インナ アクセサリー ９３０ ～ ９９９ 

     

     例 ： グループ記号欄に ９Ｂ（区分 差異）を入力し、[ＯＫ]ボタンを押すと『インナ アクセサリー』 

          グループインデックスが表示されます。 

 

- 35 - 
 



 ４.  事故部位選択 

   損傷部位・損傷レベルから部品検索を行えます。 

   ※アライアンス生産車は、ご使用できません。 

 

  １） 事故部位選択画面 

   

 

     ① 損傷部位を選択します。（複数選択が可能です） 

     ② 損傷部位をすべて選択、または全て解除します。 

     ③ 損傷レベルを選択します。（損傷レベル選択内容により、部品選択範囲が変化します） 

     ④ 車両５面図が印刷されます。（実車確認時のメモ等に御使用下さい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ⑤ 選択した損傷部位と損傷レベルにより、『分解図選択（事故）』画面が表示されます。 

     ⑥ 選択した損傷部位と損傷レベルをクリアして、事故部位選択画面を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

⑤ ⑥ 
④ 
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  ２） 分解図選択（事故）画面 

   

   

① 分解図を選択する時のチェックボックスです。 

       クリックするとチェックマークがつき選択され、解除するときは再度クリックします。 

② 部位によりグループ化されています。（分解図を選択する時の参考情報です） 

  ・フロントボデー     ・クーリング＆エンジン 

  ・フロントサスペンション＆ステアリング  ・ドア＆サイドボデー 

  ・室内      ・ルーフ＆フロア 

  ・リヤサスペンション＆エキゾースト   ・リヤボデー 

  ・フレーム 

③ ＦＩＧ名称と、ＦＩＧに紹介されている主要部品名称を表示します。 

         『事故部位選択』画面での、損傷場所と損傷レベルの選択内容により、表示対象ＦＩＧが増減します。 

④ 主要部品名称に表示されている部品が、複数のＦＩＧに存在する場合表示されます。 

         本ボタンを押すと『ＦＩＧ選択』画面を開きます。（詳細Ｐ．４３） 

⑤ 選択された分解図を表示します。（①のチェクボックスにチェックマークがついているＦＩＧが 

対象となります） 

⑥ 分解図選択した内容をクリアして、分解図選択（事故）画面を閉じます。 

 

 

 

① 

②

 ③ 

④ 

⑤ ⑥ 

- 37 - 
 



 ５.  交換候補部品コード一覧（車検・定検） 

車検・定検 部品検索を行うと、車検 及び 定期点検時に必要な部品を交換候補部品コード一覧として    

表示します。 ※アライアンス生産車は、ご使用できません。 

  

  

 ① 部品コードを選択する時のチェックボックスです。 

クリックするとチェックマークがつき、行全体が黄色に反転し、解除するときは再度クリックします。 

 ② 選択した部品コードに対し部品番号検索を行います。 検索した結果を部品見積画面に表示し、        

交換候補部品コード一覧画面を閉じます。 

 ③ 選択した部品コードを部品見積画面に引き継ぎ、交換候補部品コード一覧画面を閉じます。 

 ④ 選択した部品コードをクリアし、交換候補部品コード一覧画面を閉じます。 

 

 

 

 

② ③ ④ 

①  
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 ６.  部品コード名称検索 

   部品名称の入力から部品の選択を行ないます。 

   

  １） 部品名称検索画面（SUBARU 生産車用） 

   

   
     ① 部品名称を入力します。 

         （部品名称を入力し[Ｅｎｔｅｒ]キーを押すことにより、『該当名称検索』欄に該当名称が表示されます） 

     ② 該当名称検索欄内容から、検索対象となるワード（部品コード名称の一部）を選択して下さい。 

         （①先頭ワード入力欄で入力した内容により、該当名称検索欄表示内容が絞り込まれます） 

     ③ 検索対象となったワード（部品コード名称の一部）が表示されます。 

     ④ 検索対象となったワード（部品コード名称の一部）をクリアします。 

        部品名称検索を行った結果、下記メッセージが表示されましたら[クリア]ボタンを使用して、検索対 

        象ワードを減らし再度検索を行って下さい。 

   

     ⑤ 検索対象ワードの入力内容で、対象となる部品コード名称を『部品コード選択』画面に表示します。 

     ⑥ 部品名称検索画面を終了し、部品見積画面を表示します。 

 

 

 

 

 

① 

③ 

② 

⑤ 

④

  

⑥ 
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  ２） 部品コード選択画面（SUBARU 生産車用） 

   

 

     ① 必要数量を入力します。 

        行を左クリックすると数量が増加します。 また、右クリックにより減少します。 

     ② 対象の部品コードが、複数のＦＩＧで掲載されている場合表示されます。 

         （クリックすると『ＦＩＧ選択画面』が表示され、検索対象ＦＩＧの変更が行えます） 

     ③ 選択した行と、数量入力されている部品コードの、掲載分解図を表示します。 

     ④ 数量入力されている部品コードの部品番号検索を行い、部品コード選択画面を閉じます。 

     ⑤ 数量入力されている部品コードを部品見積画面に引き継ぎ、部品コード選択画面を閉じます。 

     ⑥ 数量入力を行った内容をクリアして、部品コード選択画面を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

③ 

② 

⑤ ④

  
⑥ 
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  ３） 部品コード名称検索（アライアンス生産車用） 

 

     ① 部品コード名称の先頭ワードを入力します。     

     ② 該当名称検索欄に、検索された部品コード名称が表示されます。 

      検索したい部品コード名称を選択してください。 

     ③ 選択している部品コード名称が表示されます。 

     ④ 選択を解除できます。 

     ⑤ 選択している部品コード名称の部品コード選択画面を表示します。 

     ⑥ 部品名称検索画面を終了し、部品見積画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ① 必要数量を入力します。行を左クリックすると数量が増加します。また、右クリックにより減少します。 

     ② 対象の部品コードが、複数のＦＩＧで掲載されている場合表示されます。 

         （クリックすると『ＦＩＧ選択画面』が表示され、検索対象ＦＩＧの変更が行えます） 

     ③ 選択した行と、数量入力されている部品コードの、掲載分解図を表示します。 

     ④ 数量入力されている部品コードの部品番号検索を行い、部品コード選択画面を閉じます。 

     ⑤ 数量入力されている部品コードを部品見積画面に引き継ぎ、部品コード選択画面を閉じます。     

⑥ 数量入力を行った内容をクリアして、部品コード選択画面を閉じます。 

① 

③ 

② 

⑤ 
④

  ⑥ 

① ② 

③ ④ ⑤ ⑥ 
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 ７.  グループコード設定・グループ構成部品コード一覧 

   グループコードの設定を行うと、部品コードを纏めて検索することができます。（詳細説明Ｐ．５５～Ｐ．５８） 

  １） グループコード設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①グループコードとグループ名称を設定します。 

②既に設定されているグループコードの一覧が表示 

されます。 

③登録したグループコードの削除を行います。 

④グループコードを適用させる車種を選択します。 

※ＳＵＢＡＲＵ生産車とアライアンス生産車で分かれ 

ており、両方を選択する事はできません。 

 

⑤登録したい部品コードを入力します。 

⑥部品コードを追加登録します。 

⑦登録した部品コードの削除を行います。 

⑧登録した部品コード一覧が表示されます。 

⑨入力を行なった内容をクリアします。 

⑩入力を行なった内容を保存します。 

 

  ２） グループ構成部品コード一覧画面 

  

①登録されているグループコードを表示しています。 

②選択されたグループコードに登録されている部品

コードの一覧が表示されます。  

③選択されている部品コードが部品見積画面に表示

されます。 

④グループ構成部品コード一覧画面を閉じます。

 

－２７－ 

① 
② 

① 

④ 

⑤ 

② ③ 

⑦ ⑥ 

⑧ 

⑨ ⑩ 

③ ④ 
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 ８.  ＦＩＧ選択 

ＦＩＧ選択画面は、検索を行う部品コードが 複数ＦＩＧに掲載されている場合表示されます。 

下記例では、部品コード“０１０１Ｓ”が 複数のＦＩＧに掲載されていることを示しています。 

この場合、どのＦＩＧの部品を検索したいのか、ＦＩＧ名称より選択して下さい。 

    

  
  
      ① 検索対象部品コードと、その部品コード名称が表示されます。 

      ② 掲載ＦＩＧと、そのＦＩＧ名称が表示されます。 

     ※掲載ＦＩＧ－ＮＯにより、部品番号検索した時の部品番号は異なる場合がありますのでご注意下さい。 

① 

② 
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 ９.  部品番号選択 

    部品番号検索処理の途中で部品番号選択画面（下記画面）が表示された場合には、『差異』、『年改』、    

『採用－廃止』、『適用オプション』、『部品固有諸元』、『部品固有色諸元』、『摘要』、『適用車種』の内容か

ら対象となる部品番号を選択して下さい。 

 

 
    ① 部品番号を選択する時のチェックボックスです。 

       クリックするとチェックマークがつきます。解除するときは再度クリックします。 

    ② 記号・略語画面を表示します。 

    ③ 部品番号を表示します。（検索車両に適応する、全ての部品番号が表示されます） 

    ④ 各部品番号の採用－廃止（適用時期）を表示します。 

    ⑤ 適用オプション、部品固有諸元、部品固有色諸元を表示します。 

     ※部品固有色諸元は部品番号の色記号名称を表示しており、必ずしも部品の色を表すものではありません。 

    ⑥ 摘要を表示します。 

    ⑦ 各部品番号の適用車種（適用グレード）を表示します。 

    ⑧ ＦＩＧ Ｎｏ．、個数を表示します。 

    ⑨ 分解図の部品コードの差異（イラストの部品コードに “＊＃” がついている部品）を表示します。 

    ⑩ 年改（Ａタイプ等）を表示します。 

    ⑪ 選択した部品番号を部品見積画面に引き継ぎ、部品番号選択画面を閉じます。 

（部品番号を選択せずに[ＯＫ]ボタンを押した場合は、部品見積画面の検索結果に『対象部番がありま

せん』と表示されます） 
 

 

 

 

 

① 
④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

⑪ 

② 

③ 
⑨ 

⑩ 
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 １０.  互換部品番号選択 

互換部品番号検索は、部品見積画面の部品番号検索結果で、互換『有り』ボタンを押すと表示されます。 

 

 

   ① 互換元部品番号を表示します。 

    ② 互換部品番号を表示します。 

    ③ 互換部品番号の部品コード名称を表示します。 

    ④ 互換部品番号の摘要（注意書き等）を表示します。 

    ⑤ 互換部品番号に対して、その先の互換部品が存在する場合表示されます。 

    ⑥ [参照]ボタンを押すと、互換情報を表示します。 

（[参照]ボタンが表示される互換条件は、『４』、『６』、『７』、『８』、となりますが、アライアンス生産車は

[参照ボタン]が表示されませんので、補足資料の互換情報を必ずご確認ください。） 

    ⑦ 互換部品番号を選択する時のチェックボックスです。 

       クリックすると行全体が黄色に反転します。 （解除するときは再度クリックします） 

    ⑧ 選択した互換部品番号を、部品見積画面で表示する方法を選択します。 

       互換元部品と入替え ： 互換元部品番号を削除し、同じ表示場所に互換部品番号を表示します。 

  互換元部品に追加  ： 互換元部品番号の一行下に互換部品番号を追加します。 

    ⑨ 互換部品選択画面内容を印刷します。 

    ⑩ 互換部品選択内容を、⑧の内容に従い部品見積画面へ引き継ぎます。 

（互換部品選択画面を閉じます） 

    ⑪ 互換部品選択内容を、クリアします。（互換部品選択画面を閉じます） 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 

⑤ 

①  

② 

⑥ 

③ ④ 

⑨ ⑩ ⑪ 

⑧ 
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   互換条件番号の種類と詳細説明 

 

互換条件 詳細 

１ 

新部品と旧部品は、相互に互換性あり 

 

 

２ 

新部品から旧部品への互換性あり 

 

 

３ 

旧部品から新部品への互換性あり 

 

 

４ 

簡単な加工をすることにより、新部品から旧部品への互換性あり 

 

 

６ 

他の部品とセットすることにより、新部品から旧部品への互換性あり 

 

 

 

７ 

色違い等があるため、セット又は左右を同時に交換すれば、新部品から旧部品への互

換性あり 

 

 

８ 

キット部品を使用することにより、新部品から旧部品への互換性あり 

 

 

９ 

設定単位違い等のため、新部品から旧部品への互換性あり 

 

 

    ※互換条件番号が『１』・『２』・『３』・『９』となる部品については、互換元の部品番号で注文した際、 

      特約店にその在庫がない場合には自動的に互換先の部品が供給されます。 

    ※互換は、複数の互換にまたがっている場合がありますので、ご注意下さい。 

      （例： 部品番号Ａは部品番号Ｂに互換性があり、さらに部品番号Ｂは部品番号Ｃに互換性がある） 

           

新                       旧 

新                       旧 

新                       旧 

新                       旧 

    新 

    ＋                       旧 

 他の部品 

 

 

                             旧 

    新                       旧 

    ＋                       ＋ 

    新 

    新                       旧 

  （キット） 

新                       旧 

互換後品番 互換前品番 
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 １１.  見積総合計 

見積総合計画面では、消費税を含めた見積金額が確認できます。 また、値引き金額の設定や、税抜き

費用（項目・金額）の追加も行えます。 

   

 

① 値引き金額を設定します。 

    本ボタンを押すと『値引き設定』画面が表示されます。 

 

※ 値引き額の設定は、『実額』『率計算』からの選択が行えます。 

② 追加費用の設定が行えます。（追加された金額は、消費税の対象外となります） 

③ プルダウンメニュー＆ツールバー 

プルダウンメニュー 

内容 

ツールバー

アイコン 

ファンクション

ボタン 
機能内容 

データ保存   検索した内容を保存する。 

印刷  Ｆ７ 
検索した内容を印刷する。 

（印刷画面を開く） 

部品見積  Ｆ１ 見積総合計画面を閉じ部品見積画面を表示する。 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

- 47 - 
 



 １２.  顧客情報 

 

  １） 顧客１ （顧客情報画面は、２画面で構成されています。） 

     

  ※ 本画面で入力した情報は、『印刷』画面に引き継がれ見積書に印刷されます。 

 

  ２） 顧客２ （顧客情報画面は、２画面で構成されています。） 

    

 

① 検索車両の情報を入力します。 

② 顧客情報を入力します。 

③ 保険情報を入力します。 

④ プルダウンメニュー＆ツールバー 

プルダウンメニュー 

内容 

ツールバー

アイコン 

ファンクション

ボタン 
機能内容 

データ保存   内容を保存する。 

部品見積  Ｆ１ 部品見積画面を表示する。（変更内容は更新する） 

 
 

① 

② 

④ 

③ 
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 １３.  印刷 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①『顧客情報』画面で入力した内容と、検索した車両情報内容が表示されます。 表示された内容（修正も 

  可能）で見積書を印刷します。 

②作業情報を入力できます。（入力された内容は見積書に印刷されます） 

③環境設定画面で入力した修理場所情報が表示されます。表示された内容（修正も可能）で見積書を印刷 

  します。 

④メモを入力できます。（入力された内容は 見積書の[お客様御依頼事項]に印刷されます） 

⑤見積書の見出しを変更（《部品見積書》と印刷される部分を、《見積書》に変更）することができます。 

  本ボタンを押すと『見出し変更』画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

ヘッダー側画面 フッター側画面 

① 

② ③ ④ 

⑨ ⑧ ⑦ ⑥ 

⑤ 
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 ⑥見積書の印刷内容を確認できます。 

   本ボタンを押すと『印刷プレビュー』画面が表示されます。 

 

 ※画面右上の[閉じる]で画面を閉じます。 

⑦見積内容を電子メール（Ｅ－ＭＡＩＬ）送信できます。 

 （詳細は、[見積結果の電子メール送信] Ｐ．６２～Ｐ．６３を参照してください） 

⑧見積書の印刷を行います。 

⑨『印刷』画面を閉じます。 
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第５章．その他機能 
 

 １.  部品番号から互換部品番号を検索する   

互換部品検索を起動します。 

 

[スタートメニュー]から 

[プログラム] → [ＳＵＢＡＲＵ

－ 

ＥＰＣ（ＪＰＮ）] → [互換部品

検索]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

互換情報が有る場合に、左記メッセージが表示されま

すので、「ＯＫ」をクリックします。 

 

 

 

『部品番号入力』欄に互換検
索したい部品番号を入力し、
キーボードの「Ｅｎｔｅｒ」キーを
押します。 

 

以上の操作で互換品番、互換
条件等の情報が検索されま
す。 
また、特殊互換については、
「互換情報」欄に[参照]ボタン
が表示されます。 

 

特殊互換に対する互換情報
の詳細を参照したい場合には、
「互換情報」欄の[参照]ボタン
をクリックします。 
 

 

クリックします 

クリック 

部品番号を入力し、 

「Ｅｎｔｅｒ」キーを押下 

クリック 
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 ２.  部品番号から適用車種を検索する   

適用車種検索を起動します。 

 

[スタートメニュー]から 

[プログラム] → [ＳＵＢＡＲＵ－

ＥＰＣ（ＪＰＮ）] → [適用車種 

検索]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
『部品番号入力』欄に部品番号
を入力し、キーボードの「Ｅｎｔｅｒ」
キーを押します。 
 
適用車種情報が表示されます。 
 
 
イラストを表示したい場合は、 
表示したい車種コードの行番号
をダブルクリックするとイラストが
表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリックします 

クリック 

部品番号を入力し、 

「Ｅｎｔｅｒ」キーを押下 

ダブルクリック 
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 ３.  数量一括設定を行う  

 
   部品見積画面での個数を、数量に自動で一括設定します。 

メニューバーから、[ツール] → 

[検索数量一括設定] をクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

             

処理条件の詳細が表示されるので条件を選択

（クリック）し[ＯＫ]ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

[個数]が[数量]に一括設定さ

れます。 

 

 

 

クリック 

クリック 

条件選択後クリック 

“個数”欄の内容を利用し

て”数量”欄を一括設定 
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 ４.  互換一括検索を行う 

 
     互換欄に[有]ボタンが複数表示された場合に、一括で互換部品番号検索をすることができます。 

 

 

メニューバーから、[ツール] →

[互換一括検索]をクリックしま

す。 

 

※互換部品番号検索で検索した内

容は、ＦＩＧ欄に『互換』と表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左記メッセージが表示されますので、[ＯＫ]を

クリックします。 

 

 注意！ 

メッセージの内容を必ず確認して下さい。 

 

 

 
 

 

 

 

 

一括検索の結果が、部品見積

画面上に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

クリック 
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 ５.  グループコード設定及び呼び出し 

  グループコードは任意の部品コードを纏めて検索することができます。 

  １） グループコード設定 

[スタートメニュー]から 

[プログラム] → [ＳＵＢＡＲＵ－ 

ＥＰＣ（ＪＰＮ）] → [グループコー

ド設定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「グループコード」と「グループ名

称」を設定します。 

     ↓ 

[車種選択]で適用させる車種を選

択します。 

※ＳＵＢＡＲＵ生産車とアライアン

ス生産車で分かれており、両方を

選択する事はできません。 

     ↓ 

登録したい[部品コード]を入力し、

[追加]をクリックします。 

※部品コードを複数設定する場

合は上記を繰り返します。 

    ↓ 

[保存]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

 

クリック 

チェックを

入れる 

クリック 

グループコード、グ

ループ名称を設定 
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  ２） グループコード編集 

設定したグループコードの削除と部品コードの追加削除をすることができます。 

 

・グループコード・部品コード削除 

 

 

グループコード設定画面から[一覧]ボ

タンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

削除したいグループ

コードを選択（クリッ

ク）し、[ＯＫ]ボタンを

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

グループコードを削除する場合は、グ

ループコード内の[削除]ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

 

部品コードを削除する場合は、削除し

たい部品コードを選択（行をクリック）し、

部品コード内の[削除]ボタンをクリックし

ます。 

 

削除が終了したら[保存]ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

クリック 

グループコード選択後クリック 

クリック 

グループコード削除時クリック 

部品コード削除時クリック 

削除したい部品コードを選択 

削除終了後クリック 
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・部品コード追加 

 

 

グループコード設定画面から[一覧]ボ

タンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

追加したいグループ

コードを選択（クリッ

ク）し、[ＯＫ]ボタンを

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品コードを入力し、[追加]ボタンをク

リックします。 

 

 

 

 

追加が終了したら[保存]ボタンをクリッ

クします。 

 

 

クリック 

クリック 

グループコード選択後クリック 

追加したい部品コードを入力 

追加終了後クリック 

部品コード入力後クリック 
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  ３） グループコード呼出し 

 

 

メニューバーから、 

[ジャンプ] → [部品

選択] → [グループ

コード] → [呼出]を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼出したいグルー

プコードを選択（クリ

ック）し、[ＯＫ]ボタン

をクリックします 

 

 

 

 

 

 

選択したグループコ

ードの部品コードが

部品見積画面に反

映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

クリック 

グループコード選択後クリック 
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 ６.  ユーザーメモを作成する 

 部品見積画面及び分解図画面でメモを表示することができます。 

また、メモはネットワーク内の端末と共有することができます。 

    

 １） 環境設定 

 

［環境設定］ → ［全般２］ 

   ↓ 

［ユーザーメモ］ → ［共有する］にチェック 

   ↓ 

［ユーザーメモ共有設定の保存場所］を設定 

   ↓ 

［保存］して設定完了 

 

※メモの共有を行わない場合は、［共有しない］を

チェックする。 

 

 

 

 

 

 

 

[ローカルディスク（Ｃ：）] → [ＳＵＢＡＲＵ２] 

     ↓ 

[ＭＥＭＯ．ＭＤＢ]を[ＭＥＭＯ＿ＬＩＮＫ．ＭＤＢ]にフ

ァイル名称を変更。 

     ↓ 

[ＭＥＭＯ＿ＬＩＮＫ．ＭＤＢ]を[環境設定]の 

[ユーザーメモ共有設定の保存場所]に設定した

フォルダに移動。 

 

※メモの共有を行わない場合は、ファイル名称を

変更する必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

クリック 

クリック 

クリック 
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 ２） メモの追加 

メモの追加（登録）をすることができます。 

下記例は部品見積画面になりますが、分解図画面でも同様の操作になります。 

 

[編集] → [ユーザーメモ] 

  ↓ 

[ユーザーメモ入力・表示]画面 

  ↓ 

[追加]をクリック 

 

 

※[コピー]はユーザーメモの共

有を行っていない場合、表示さ

れません。 

 

 

 

[車種コード]、[部品番号]、[メモ]を入力 

※分解図の場合 

[車種コード]、[ＦＩＧ－ＮＯ]、[メモ]を入力 

 

入力完了後、[追加]をクリック 

 

例では[車種コード：Ｖ１０]、[部品番号：９

１０５４ＶＡ１００、[メモ：メッキ仕様]と入力 

追加完了後、[閉じる]をクリックする。 

 

 

[ユーザーメモ]を登録した品番

を検索すると[部品見積]画面の

部品番号欄に   アイコンが表

示されます。 

 

表示されたアイコンをクリックす

ると登録したメモが表示されま

す。 

 

 

※登録したメモは、共有している端末全てに表示されます。 

 
 

 

 

クリック 

クリック 

クリック 

クリック 

追加後クリック 
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 ３） メモの変更、削除 

登録したメモの変更及び削除をすることができます。 

 

[変更・削除]をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 ４） メモの確認と印刷 

登録したメモの確認と印刷をすることができます。 

 

[メモ表示]をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

クリック 

クリック 

ダブルクリック 

変更・削除チェック後クリック 

ユーザーメモ欄をダブルクリックすると編集 

可能になります。 

※[ユーザーメモ]以外の編集はできません。 

削除にチェックを入れると削除対象となります。 

※全て削除する場合は[全削除]をクリック 

クリック 
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登録したユーザーメモが表示され、任意のメモ及び全てのメモを印刷することできます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
[印刷]をクリックすると[ユーザーメ

モ印刷設定]画面が開きます。 

 

印刷したい要件の選択から、必要

情報を入力し[ＯＫ]をクリック 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ５） メモの最新化（コピー） 

  ユーザーメモ情報を最新化します。 

 

[コピー]をクリックすると自端末及び他端末で更新されたユーザーメモ情

報が最新化されます。 

 

注意！！ 

ユーザーメモの共有を行っている場合、ユーザーメモを確認する際に 

必ず[コピー]を行ってください。共有を行っている場合は、コピーを行わ

ないとメモが反映がされません。 

 

印刷する場合クリック 

クリック 
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 ７.  見積結果を電子メール（Ｅ－ＭＡＩＬ）で送信する 

 

電子メール（Ｅ－ＭＡＩＬ）を使用して見積結果を送信する場合は、今ご使用のパソコンが電子メールを送信で

きる環境の方のみ、ご使用いただけます。 

 

ご使用できる電子メールソフトは、「Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｏｕｔｌｏｏｋ Ｅｘｐｒｅｓｓ」及び「Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｏｕｔｌｏｏｋ」です。 

  （下記内容は、『Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｏｕｔｌｏｏｋ』を使用した場合の例です） 

 

 １） 上記メールソフトをご使用の場合は 、『環境設定（全般１）』画面で下記の設定を行ってから、[電子メー

ル送信]機能をご使用ください。 

 

 

環境設定画面の表示は、スタートメニューから 

 [プログラム] → [ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ(ＪＰＮ)] 

→  [環境設定]をクリックします。 

 

[Ｅ－ＭＡＩＬ送信に標準メールソフトを使用する]

のチェックボックスにチェックを付けます。 （上

記メールソフトを使用しない場合は、チェックし

ないで下さい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２） ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ 『印刷』画面の[電子メール送信] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

見積書が完成したら、『印

刷』画面の[電子メール送

信]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェック 

クリック 
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 ３） メッセージボックスの確認 

メッセージ内容を確認し、[ＯＫ]ボタンをクリックしま

す。 

 

 
 

 

 

 ４） 見積内容の（電子メールソフト上での）確認 

ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣで作成した見積内

容（見積書印刷イメージ）が、電子メ

ールソフトに引き継がれます。 

 

引き継がれた見積内容を確認し、電

子メール送信を行ってください。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５） 「Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｏｕｔｌｏｏｋ Ｅｘｐｒｅｓｓ」及び「Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｏｕｔｌｏｏｋ」を使用しない場合の操作方法 

『印刷』画面の[電子メール送信]ボタンをクリックすと、『Ｔｅｘｔデータの保存』画面が開かれますので、保

存データを使用してメール送信を行ってください。 
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第６章．補足資料 
 

ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣご使用に必要な各種資料の保存場所は下記になります。 

ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ[ＤＶＤ－ＲＯＭ]にフォルダ[各種資料]がありますので必要な情報をご確認ください。 

 

 各種資料保存先 

 １） アライアンス生産車両情報 

    ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ [ＤＶＤ－ＲＯＭ] → [各種資料] → [車両情報] → [車名Ｅｘｃｅｌ] 

 

 ２） アライアンス生産車用互換情報 

    ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ [ＤＶＤ－ＲＯＭ] → [各種資料] → [互換情報] → [##########.pdf] 

   ※”##########”は部品番号によってことなります。 

 

 ３） アライアンス生産車検索資料 

    ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ [ＤＶＤ－ＲＯＭ] → [各種資料] → [検索資料] 

 

 ４） アライアンス車パーツカタログ問い合わせ用紙 

    ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ [ＤＶＤ－ＲＯＭ] → [各種資料] → [ｱﾗｲｱﾝｽ車ﾊﾟｰﾂｶﾀﾛｸﾞ問合せ用紙.xlsx]  

 

 ５） ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ未掲載車両情報（ＳＵＢＡＲＵ生産車） 

    ＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣ [ＤＶＤ－ＲＯＭ] → [各種資料] → [未掲載車両情報. xlsx]  

 

※データコピーツールを使用してローカルディスクにＳＵＢＡＲＵ－ＥＰＣをコピーする際、各種資料はコピーされ

ません。ＤＶＤ－ＲＯＭから確認頂くか、ＤＶＤ－ＲＯＭから手動でローカルディスクにコピーを行ってください。 
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